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それでは、ただいまから議員定○蓬原委員長

数・選挙区調査特別委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程案のとおり進めてよ

ろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をい○蓬原委員長

たします。

それでは、委員協議に入ります前に、まず、

お手元の資料１から３について、書記のほうよ

り説明をさせたいと思いますが よろしいでしょ、

うか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それでは、松下書記、よろしく○蓬原委員長

お願いします。

それでは御説明いたします。○松下書記

まず、資料１の「議員定数に関する人口同規

模県の状況」についてであります。

人口同規模県として抽出したのは、秋田県、

山形県、富山県、石川県、和歌山県、香川県、

大分県であります。各県の今期における法定上

限数からの減員数は、秋田が３、山形が５、富

山が７、石川が２、和歌山がゼロ、香川が１、

大分が４となっておりまして、全体の平均は３

名 減員率は6.6％となっております 本県の6.3、 。

％とほぼ同じであります。

次に、右側のほうですが、前期から今期にか

。 、 、けて削減した数です 秋田が３名 山形が２名

富山が５名、石川、和歌山、香川はゼロ名、大

分が２名となっております。平均は２名となっ

ております。

続きまして、下のほうの段にまいります。右

側のほうですが、各県の今期における定数等見

直しの動きを記載しております。秋田、山形、

富山、大分については、今のところ動きはない

ということであります。こちらはすべて前期で
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削減を行った県であります。ちなみに、削減を

行っていない３県、石川、和歌山、香川につい

ては、今期において何らかの形で検討が始まっ

ているか、始まる見込みであるということであ

りました。

以上で資料１の説明を終わります。

続いて資料２にまいります。こちらは、総務

省が平成17年に調査した「市町村合併に伴う郡

」 。市の状況変化について の調査結果であります

これは先日の委員会の中で、公職選挙法の「選

挙区は郡市の区域による」という規定の改正の

見込みについて御説明したところですが、その

中で、国会における答弁の中に 「現在、郡市の、

区域に関する実態調査を行っている」というも

のがあったことから、この件について改めて総

務省のほうに確認しましたところ、この調査結

果を公表済みであるという回答でありました。

１カ所だけごらんいただきたいんですが、２

。 、（ ）ページをお開きください 上のほうですが １

郡内の構成町村数の状況ということで、構成町

村数が１つの郡は、平成15年では45あるんです

が、平成18年には130とふえております。

このような調査結果を踏まえまして、では、

公職選挙法の見直しについて何らかの検討を

行ったんでしょうかというふうに照会をしたと

ころですが、回答のほうは 「特に検討は行って、

いないし、行う予定もない」という回答であり

ました。このような現状からしますと、次期選

挙までに公職選挙法が改正される見込みは極め

て低いものと考えられます。

そのほかの部分の説明は省略させていただき

ます。

続きまして、資料３のほうにまいります。こ

ちらは選挙区別の選挙人名簿登録者数、すなわ

ち有権者数の表であります。それぞれの四角の

中は、選挙区名、現在の定数、有権者数、括弧

。の中が１人当たりの有権者数となっております

以上ですべての説明を終わります。

ありがとうございました。資料○蓬原委員長

。１～３に関しまして何か御質問はありませんか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

郡市の撤廃は今のところないと○蓬原委員長

いうことですね。動きはないようです。御質問

がないようであれば、資料１～３に関する説明

を終わります。

それでは、ここから委員協議に入ります。本

日は、正副委員長で協議して作成いたしました

試案をもとに、委員の皆様で協議を行っていた

だきたいと思います。ただし、最初に申し上げ

ておきますが、これはあくまで試しに作成した

案でありますので、決してこの中から１つを選

んで決定するものではないということに十分御

注意ください。

それでは、早速ですが、試案を配付いたしま

す。記者の方にも配ってください。

〔書記が資料を配付〕

それでは説明をいたします。大きくは、総定

数38から43までの６案となっております。それ

がそれぞれＡ、Ｂございまして、現行の選挙区

で減数を行った場合、可能な限り選挙区を任意

合区した場合、隣の市と郡を合区にした場合と

いうことで分けております 38という数字から43。

までの数字になっているわけでありますが、こ

れまでの選挙のときの新聞へのアンケートある

いはテレビ等でのそれぞれの議員の皆様方の回

答の平均が、38ややオーバー、38.7とかであっ

たということと、17年度の市町村合併等に関す

る特別委員会の報告の中で、市町村合併を大い

に推進すべしということの報告がありまして、

議会でこれを承認しているわけですが、県の合
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。併推進構想によりますと７ブロックございます

したがって、45から７ブロックで１つずつ痛み

分けで７減となると38ということから 両方の38、

という数字が成り立つことから、38という数字

から始まりまして、委員の中にもいろんな意見

がございましたので、順次、39、40、そして43

までの案を選択肢として幅広く出させていただ

いたところであります。細かくは見ていただき

ますと、15条８項のただし書き規定によります

地域への均衡配分ということ等も含めながらし

ているものもございますし、現行の選挙区でい

くものについては、これは人口比例配分という

ことで機械的に配分していること等があります

が、ごらんのとおりであります。

説明は以上にいたしまして、あとは、御意見

等賜りながら、御不明の点があれば質問に答え

ていきたいと思っております。この試案につい

ておわかりにならない点がありましたら、御質

問を賜りたいと思います。

委員長、資料確認です。選挙区を○濵砂委員

ブロックに分けて、例えば定数40のところ、案

３―Ａを見たときに、10選挙区の中ではただし

書きが入っておるが、試案Ｂの場合は、ただ機

。械的に割り出しただけの数字という感じですね

はい、そういうことです。Ａに○蓬原委員長

ついてはただし書きが入っております。ほかに

御質問はございませんか。

これに関連して、例えば宮崎市と○権藤委員

か都城とか減員区の調整があるんですが、全国

の中での状況を事務局がわかっておれば、説明

してほしいんですが。前もって言っておきまし

たから。

いわゆる15条８項ただし書きの○蓬原委員長

ことですか。全国の状況ですね。書記のほうよ

り説明いたさせます。

御質問があったのは、ただし書き○松下書記

を適用して２名以上減員している選挙区は全国

でどの程度あるかということかと思いますが、

調べましたところ、８選挙区ございました。こ

こで１点注意なんですが、政令指定都市などに

つきましては、都市全体ではなくて各区ごとが

１つの選挙区と見なされております。そういう

ことを踏まえて８選挙区となっております。

申し上げていきますと、一番多く減員されて

いるのは大分県大分市です。人口比例が17名で

すが、実際の条例定数は13名ということで、４

名減員して他の選挙区へ配分されております。

続きまして、徳島市が14名が11名ということで

３名減員となっております。残りの６つにつき

ましては２名の減員でございます。千葉県船橋

、 、 、 、市 ９名が７名 東京都江戸川区 ７名が５名

愛知県豊田市、６名が４名、京都府の西京区、

４名が２名、香川県高松市、19名が17名、最後

になりますが、熊本市、18名が16名の、全国で

８選挙区となっております。

ほかにありますか。御意見は。○蓬原委員長

いずれにしても、ここで皆さん採○緒嶋委員

。決でというわけにはいかんだろうと思うんです

一度、各会派に持ち帰って、各会派の意見を集

約して、そしてまた次回の委員会で審議すると

いうか、そういう形をとらざるを得んのじゃな

いですかね、どうでしょうか。

御意見もないようでございます○蓬原委員長

し、案も６つありまして、いろんなお考えも会

派のほうでもあろうかと思います。それでは、

、この試案を各会派に持ち帰っていただきまして

次回の委員会で各会派の見解をお示しいただき

たいと思います。よろしいですね。

一つ確認を。案で38から43が出ま○中野委員

したが、持ち帰ってもこの数字に拘束はされん
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わけですね。

先ほど冒頭に申し上げましたよ○蓬原委員長

うに、試しの案でございますので、これにこだ

わるものではないということを冒頭申し上げた

つもりでありますから、各会派にお帰りになり

ましてしっかり、前期での抜本的に見直すんだ

という申し送りがございますので、そこらあた

りを踏まえながらしっかり議論をして持ち寄っ

ていただきたいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。

最後に、その他でございますが、次の委員会

の開催日についてであります。いわゆる今申し

上げました各会派の案を持ち寄る日でございま

す。お手元の行事予定表をごらんください。正

、 （ ）副委員長といたしましては ２月12日 火曜日

か13日（水曜日）でお願いをいたしたいと思い

ますが、どちらの日程で行うかと開始時間につ

きましては、議会開会前でありまして、議会の

行事との調整の上、書記のほうより調整をさせ

ていただきたいと思います。議会前の予定が確

定していない部分がございます。

暫時休憩します。

午前11時19分休憩

午前11時36分再開

それでは、委員会を再開いたし○蓬原委員長

ます。

次回の委員会は、２月18日（月曜日）の10時

開会といたしますが、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでお願いをいたします。そ○蓬原委員長

のほかに委員の皆様から何かございませんか。

きょう、18日に日程が決まりまし○満行委員

たけど、今後この委員会、２月議会も始まりま

すけど、本年度の最終到着はどこなのか。委員

長はマスコミの中で語っておられるようですけ

れども、着地点をどこに持たれるのか。もう時

間がないので、相当しっかりこの委員会で確認

してきょうは別れたいなと思っているんですけ

ど、いかがですか。

同じようなことですが、自民党の○権藤委員

皆さん方がどうこうという意味じゃない、28人

もおればもっともだと思うし、いろいろ選挙区

の実情というのはわかるんですが、しかし、大

筋として、今回結論を出すよと、６つの中から

最大公約数でもいいから確認するよと、少なく

ともそういう結論を持って来てもらえば、我々

は２時間もかからんような気もするんです。く

、 。どいようですが そこをよろしくお願いします

私、委員長としては、やはり１○蓬原委員長

年間取り組んできたわけでありますから、それ

なりの結論を引き出していきたいと。最終的に

は条例改正ですが、それは新年度にいくことと

してもですね。

その条例の賛否はまたね。○権藤委員

それは次のことだとしても、こ○蓬原委員長

だわらないとしても、きょう一つの試案を出し

たということは、そこに実があるわけでありま

すから、せめて選挙区割りをイメージした上で

の総定数ぐらいはある程度見込みを出してほし

いなと、副委員長とはそういう願いを持ってお

りました。ですから、今月に入って、来月にか

けて県外調査を含めながら矢継ぎ早に委員会を

開いてきたのは、そこに願いが込められてのこ

とだったわけなんです。私どもはそういうふう

に考えております。できたら、総定数ぐらいに

ついては、ある程度選挙区割りのことを頭に入

。れながら出していただきたいと思っております

、 。そういうことで ほかに何かございませんか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「
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それでは、以上で本日の委員会○蓬原委員長

を閉会いたします。

午前11時36分閉会


